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■司　　会　副 SAA　五十嵐　正

■開会点鐘　会　長　北澤　正浩

■出席報告

■本日の欠席者
岡田、宋、福村、中谷、（目黒）
■会長報告
　厳しい寒さが続いております。天気予報を見
ると来週の月曜日に雪の予報が出ています。前
回の積雪程度でも車がスリップする等、仕事に
影響が出て困りました。旭区は標高が高く、横
浜の山岳地帯とも言われ、特に雪が溶けにくい
とも聞きます。念の為、早めの雪対策をお勧め
いたします。
　さて、新型コロナウイルスに関してですが、
皆様ご存じだとは思いますが、感染が拡大して
いる神奈川県に対して「まん延防止等重点措置」
が適用されるようです。1 月 21 日より適用を
始め、3 週間程度の期間になると聞いています。
当クラブは毎週の開催を再開したばかりで、こ
れから通常の運営に戻していこうとしていた矢
先にこのような状況になり、非常に残念な事態
ではあります。ただ、今後の開催については、
直ちに休会とせず、今後の状況（感染状況や他
クラブの動向）を見極めて判断したいと思って
います。

　出席に不安を感じる方もいらっしゃるかと思
います。そこで前回お話しさせていただいたオ
ンラインによる例会出席を本格的に行ってまい
ります。使用する ZOOM というアプリケーショ
ンの使用方法について、最初は難しいと思いま
すが一度使っていただければご理解いただける
かと思います。今回、マニュアルをご用意させ
ていただきましたので導入に不安がある方はお
持ちいただき、わからないことがあれば私にご
連絡ください。また、近々に卓話の時間を使い、
使用方法のレクチャーを予定させていただいて
おります。
　このような例会の手法について抵抗がある方
は多いと思います。私も本来であれば皆で集合
し、和気あいあいと会を開きたいです。ただ、
コロナ禍の影響で休会させることでクラブ存続
の意味が薄まってきている気がします。なんと
してでも例会を開催させ、厳しい現状を乗り越
え、コロナ後のクラブが健全に活動できるよう
にする為にも、今回の試みに関してご理解をお
願いいたします。
　さて、本日は本来であれば 8 月に開催予定で
あった「会員増強フォーラム」を開催いたしま
す。最近は退会希望者が多く、クラブ存続やロー
タリー活動充実の為にも、会員を増やしていか
ねばなりません。関口会員から、当クラブなら
ではの増強に繋がりやすいヒントが得られれば
と思っています。よろしくお願いいたします。
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■幹事報告　　　　　　　　　　　市川　慎二
１）例会臨時変更のお知らせ
〇横浜港南ロータリークラブ
　１月 28 日㈮　休会
■一口情報　　　　　　　　　　　二宮　　登
　前回お話しました NHK から鎌倉での地域の
情報取材について、新コロナの関係で延期にな
りました。改めて連絡がありましたらお知らせ
いたします。
■ニコニコ BOX
北澤　正浩／関口会員、本日の会員増強フォー
ラム、よろしくお願いいたします。
安藤　公一／①関口さん会員増強フォーラム、
よろしくお願いいたします。
②妻の誕生日に素敵なお花ありがとうございま
す。喜んでいました。
関口　友宏／本日のフォーラム、活発なご意見
を期待しています。
市川　慎二／関口さん会員増強フォーラム、宜
しくお願いいたします。
五十嵐　正／関口さん本日の増強フォーラムよ
ろしくお願いします。
二宮　　登／関口さん今日の卓話楽しみにして
います。
内田　　敏／関口さん本日のフォーラムよろし
くお願いします。
佐藤　利明／関口様卓話よろしく。
田川　富男／①６波の襲来が早く終息する事を
願います。②関口さんよろしくお願いします。
佐藤　真吾／会員増強フォーラム、関口委員長
よろしくお願いします。
平子　智章／引き続き厳しい状況が続きますが
お体に気をつけながら頑張りましょう。
新川　　尚／関口さん会員増強フォーラムよろ
しくお願いいたします。
■会員増強フォーラム
「ロータリーンの魅力とクラブ運営について」　
　　　　　　　　　　　　　　　　関口　友宏
　延び延びになっていましたが、標題のテーマ
でフォーラムを始めます。
　オミクロン株が蔓延する中、はなはだタイミ
ングが悪く、「会員増強どころじゃない」と思
われている方が多いと思います。しかし、会員
増強は避けて通れない永遠のテーマです。
　当クラブの会員数は、1991 ～ 92 年度（北

沢通正会長）66 名が最高
でしたが、現状は寂しい
限りです。どんな組織で
も、若い世代と女性が入
らないようでは衰退して
しまいます。
　会員減少の客観的な原
因は、バブル崩壊後の日
本経済の低迷と会員の高齢化（特に、郊外型ク
ラブ）、それに追い打ちをかけたのが、今度の
コロナ騒動です。
　始める前に皆さんにお尋ねします。過去に友
人や知人を、クラブに入会させたことがある方
は挙手願います。どうやらこの辺が増強問題の
根幹のようですね。
　会員増強の前提は、ロータリーの魅力と PR、
それと入会し易い環境作りではないでしょう
か。楽しく・為になり・得をするクラブにする
には心の通った親睦・為になる卓話・互恵取引
等もあって良いのではないでしょうか。
　特に、若い世代と女性が入会し易くするには、
例会の場所・時間・回数・会費の減額・入会金
の免除等も検討課題ではないでしょうか。
　今日は忌憚のないご意見をお聞かせ頂き、ク
ラブ運営の参考になればと願っています。
▶五十嵐正／今の状況で会員増強に即効性のあ
る有効な手段はあろうはずがないように思うま
す。むしろ会員の減少をどう食い止めるかのほ
うが課題なようです。
　因みに今日フォーラムがあるということなの
で、ガバナー事務局に今会員を伸ばしているク
ラブを問合せし、地区幹事の北瀬さんよりお話
を伺いましたが、どのクラブも苦戦しており、
それでも伸ばしているクラブの内容を伺います
と、やはり熱心な会員がゴルフ等の交友関係か
ら入会を促しているようです。
　ポールハリスが親しい友人を求めて始まった
ロータリー、その時代の交友関係は、現代とで
は広がりと速度・手段、そしてそれに伴い価値
観の変化に、私自身も日々戸惑いを感じており
ます。そんな中、今の職業人はロータリーに何
を求め、その価値を見出しているのか。単に奉
仕を志し、地域社会の課題に取り組むという目
的だけであれば、NPO の方が専門性と手段が明
快です。では私たち自身何を求めてクラブ会員
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でいるのか、職業の違い、年齢、ロータリー歴
等で共通である所と違う所があるように思いま
す。前回のクリスマス例会の際、中谷さんが言
われた「ポリオて何？」が象徴しているように
思います。
　クラブは会員の意向でかなりの部分で自由に
運営が出来ます。コロナ禍で市民権を得たリ
モートでの参加、今会員を伸ばしている横浜ベ
イは 30 名位ですが、例会を月２回、夜間で、
会場をインターコンチで行っており、なんと会
費の 40％を例会場費に充てております。
　出来ることならコロナ禍で動けない中、２年
位かけて、じっくりと会員一人一人に向き合い
ご意見を伺い、また、国内外から情報を集め、
クラブの改革に努め、現会員がより一層楽しめ
るようになれば、自ずと友人に声を掛けやすく
なるのではないかと思います。
▶安藤公一／何故会員が増えないのか？その原
因を直近のお誘いしたが入会に至らなかった
方々への聞き取り、入会のネックとなった点に
ついてのクラブとしての対応を会員全員が共有
する。①毎週水曜日のお昼時は業務の関係で難
しい。②会費の問題。
お辞めになった会員 OB・OG への再入会へのア
プローチ。辞めた当時にそのキッカケとなった
事柄がクリアできていないか？
例会参加への新たな形（ZOOM 等）の整備。
二世会員（現役世代）へのアプローチ。
感染症拡大状況下での活動のアピールは十分
か？
▶佐藤真吾／まず「ロータリーの魅力」ですが、
大きく分けて三つあると考えています。一つ目
は「人（会員）」です。会員との出会いが私の
人生を豊かなものにしてくれていると言っても
過言ではありません。二つ目は「例会（卓話）」
です。人生の先輩の貴重な話を聞ける機会は他
にはありません。三つ目は「奉仕活動」です。
地域社会の為に行うロータリーの奉仕活動はそ
れを行った後にとても清々しい達成感を与えて
くれます。私自身、これらは全て入会してから
実感したもので、入会を勧めるのにあたって、
どのようにこの「ロータリーの魅力」を伝えて
いくのかがとても難しい課題であると考えてい
ます・
　次に「クラブの運営」ですが、定款に設けら

れた例外規定への柔軟な対応が求められている
のではないかと考えています。具体的には「ハ
イブリッド例会の導入」や「新しい会員身分の
検討」です。吉原さんや兵藤さんは高齢や体調
不良などの理由から退会を申し出されました。
お二人のこれまでのロータリーやクラブに対す
る想いから考えると、決してロータリーが嫌に
なったから退会を決断されたのではないと私は
思います。「例会に参加できないから退会する
しかない。」と考えられたのだと思います。目
黒さんは奥様を亡くされた喪失感から「しばら
くは何も考えられない。次年度会長などとても
お受けできる状況ではない。」と言っていまし
た。「しばらくは例会にも参加できない。例会
に参加できない以上、辞めるしかない。」と考え、
退会を申し出されたのです。吉原さん、兵藤さ
んそして目黒さんにクラブに引き続き残っても
らえるような例会の運営と会員身分を早急に検
討すべきであると考えます。
▶太田勝典／先週関口会員増強委員長より、今
日のフォーラムで一言話をしろと命令されまし
た。私も現役を退いて 10 年が過ぎボケも進ん
でおります。本来はお断りする所ですが、尊敬
する関口さんの声がけでもあり、やむなく受け
た次第です。
　会員増強は、ロータリーの永遠の課題と言わ
れておりますが、最近はコロナによりさらに厳
しい状況となっています。当クラブの長い歴史
を振り返りますと会員増強に関して特筆すべき
は、当クラブ 14 代会長吉野さんの実績でしょ
う。今から 33 年前のことであり今とは時代が
違うかもしれませんが増強の本質は変わらない
と思います。
　吉野さんは１年で 31 名の会員を 46 人に増
強させました。その方法は会員増強のため全て
の知人を朝駆け夕駆けして時間をかけて一人一
人くどいたそうです。まさに為せば成るです。
　皆さんもそうだったと思いますが、ロータ
リーへの想い、情熱、奉仕の尊さ等ロータリー
の素晴らしさを一番実感できたのは会長を引き
受ける前後だったのではないでしょうか。一番
脂の乗りきっている時期に会員増強に専念す
る。自信を持って、相手を説得しロータリーに
入会させる事が相手の為になる、強い信念を
もった熱い想いは必ず相手に伝わります。宗教
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への入会活動と一緒です。真面目一筋だった吉
野さんの姿が目に浮かびます。
　会長、副会長、会長エレクトは会員増強に専
念し細かいクラブ運営の仕事は、幹事会員に任
せるべきでしょう。佐藤利明会員は、鶴峰時代
に 11 名の会員増強をしたそうです。来年は佐
藤さんの話を伺いたいものです。私も今まで６
名の会員増強をしました。３名の斉藤さんは善
孝さん孝夫さん、誠さんはゴルフ仲間、後藤さ
んは商店会の仲間、佐藤真吾さんは鶴峰時代、
利明さんが旭で勉強させたいとの事で、私の会
長時に入会予定でしたが兵藤会長がどうせ入会
するなら早くとの事で１年早まりました。倉本
さんは近所の仲間で相鉄の関連企業に勤めてい
ました。奥さんとは顔馴染みでしたが、ご主人
の宏昭さんとは深い付き合いはありませんでし
た。ご主人の休日を狙って押しかけロータリー

への入会を勧めました。偶然にも宏昭さんのお
兄さんは山梨でパストガバナーをしていたそう
です。即入会していただきました。下手な鉄砲
も数打てば当たると申します。実感しました。
６名の会員でしたが４名が会長を経験し当クラ
ブに多大のご貢献をいただいたことに感謝して
おります。
　今期の会員増強委員会の目標は純増２名。達
成のため今まで紹介実績のないベテラン会員の
ご協力をぜひお願いしますとうたっています。
会長、副会長、会長エレクト、ベテラン会員、
全会員のご協力をいただき今期純増２名の目標
をぜひ達成したいものです。
■次週の卓話
　２／２　国際奉仕フォーラム
　伊吾田善行様（国際協力 NGO Act for Child）

３．退会希望者の引き留めについて

　　現在、退会を希望している会員について、後半の年会費については免除し、他の経費に
　　ついてはクラブが負担する　　
　　６月までの猶予期間にオンラインでの参加を呼びかける等の試みを行い、退会を留まっ
　　ていただくよう説得に努める。　　
　　退会扱いではなく、例会に参加しない会員としての扱いを検討する。他クラブではどう
　　扱っているか、会長幹事会等で情報を集める。

２．功績のあった会員への名誉会員以外の名称と扱いについ
名称及び扱いについて、次回の理事会までに各人で検討しておくこと。

2021-22年度　横浜旭ロータリークラブ
第十一回　理事役員会　報告書

日時　　令和4年  1月12日（水）

　　　　例会終了後

場所　　二俣川ライフコミュニティサロン

出席者 北澤 正浩　市川 慎二　安藤 公一　佐藤 真吾

田川 富男　新川　尚　 

欠席者 宋 謹衣　目黒 恵一

１．オンライン例会について
　　オンライン例会を開始する為の必要機材を購入する（５～６万円程度）
　　 ⇒　承認　　　※購入金額の明細を会計へ提出すること。　　
     次回例会より会員へのZOOM（オンライン会議ツール）の導入について指導する。
     オンライン例会を始動後、退会希望会員にもオンラインでの参加を呼びかける。

【審議事項】

【【報報告告事事項項】】　　なし

３．新型コロナウイルス（オミクロン株）の感染拡大について

　　緊急事態宣言等が発令されれば休会等の検討を行う。

４．その他

　　地区補助金対象プロジェクト（エコペーパー石鹸配布）について、ロータリーの友へ
　　投稿してみてはどうか？


